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長坂町は広大な人ヶ岳南麓のほぼ中央に位置し、国蝶オオムラサキの生息地として全国的

に知られているように、自然に恵まれた高原の町です。それとともに、県内でも最大規模を

誇る縄文時代の大集落である酒呑場遺跡をはじめ、およそ200ケ所に上る遺跡の密集地帝と

しても知られています。

長坂町教育委員会では各種の開発事業に際し、このように数多い遺跡の保護をはかりつつ、

必要に応じて発掘調査を実施し、記録として遺跡の内容を後世に伝えるための文化財保護事

業を推進しております。

本書は平成13年度に新しい長坂町郷土資料館建設にともない発掘調査を実施した清春白樺

美術館南遺跡の調査報告書です。清春白樺美術館南遺跡の所在する中丸地区は、これまで他

の地区と比べ開発があまりなく、発掘調査事例も少ない所です。縄文時代前期末や晩期末の

上器がまとまって出土した新宿区健康村遺跡、縄文時代中期の住居跡が発見された東蕪 4遺

跡など数遺跡が調査されているだけです。

今回の調査で、清春白樺美術館南遺跡から縄文時代の集落が多数の遺物とともに発見され

ました。中でも、縄文時代前期末の上器がまとまって出土し、資料の乏しい該期の様相の解

明に寄与する貴重な資料となりました。また、大深沢川を挟んで向かい合う酒呑場遺跡と同

じ時期に営まれた縄文時代中期中葉の集落が発見され、大規模集落と小規模集落の様相が比

較できることは大変興味深いものと言えるでしょう。

最後に、清春白樺美術館南遺跡の調査にあたり、格別なご理解をいただいた中丸地区の皆

様をはじめとする関係各位に厚く御礼申し上げます。本書が広 く教育や研究の場で活用され

ることを期待しています。

20034F3)可

長坂町教育委員会

教育長 小 尾 章 臣



例   言 凡   例

1,本書は、2001(平成13)年度に実施した山梨県北巨  1.掲 載した遺構・遺物実測図の縮尺は、原則として下
摩郡長坂町中九字居久保地内に所在する清春白樺美術   記のとおりである。
館南遺跡の発掘調査報告書である。            遺構 調査区全体図 ■/300

住居跡 ■/60  炉 ■/30  溝 ■/120
2.発掘調査は、(新)長坂町郷土資料館建設に伴う事前   遺物 縄文土器 ■/3ま たは1/4
調査であり、長坂町役場産業課より委託を受けて長坂      石鏃・石匙・石錐・削器・掻器・楔形石器・パ

町教育委員会が実施したものである。              ステル形石器 。小型磨製石斧・砥石・旧石器と

思われる石器・垂飾・土製耳飾・土偶・杓子形

3.本書の執筆・編集は、村松佳幸 (長坂町教育委員会      土製品 。焼成粘土塊 :2/3
学芸員)が行つた。                      黒曜石原石 ■/2

打製石斧・横刃形石器・大型粗製石匙・磨石類・

4.発掘調査および整理作業において一部の調査・業務      礫器・磨製石斧・石錘 ■/3
を以下の各機関・各位に委託および依頼した。          石皿・台石・多孔石 ■/6

基準′点測量・航空測量    いフジテクノ
ー部の遺物実測・トレース  ltl東雲        2.遺 構図版中の遺物分布図のマークは各図版中に示し

てある。

5。 遺構・遺物の写真撮影は村松が行つた。

3.遺構・遺物図版中のスクリーントーンは以下のとお

6。 本報告書に関わる出土品及び記録図面・写真等は、    りである。
長坂町教育委員会に保管している。              焼   土 餞趣睦1   主柱穴 |  |、

石器作業面 |   |、

7.発掘調査および報告書作成にあたっては、多 くの

方々に多大なご指導、ご教示を賜つた。深く感謝の意  4.拓 影図で両面を載せているものは、外面―内面―断
を表す次第である。                   面の並びで配置している。

5,遺構および遺物写真の縮尺は統一されていない。

6.遺構図中の断面図脇にある数値は標高を示す。

7.第 2図 は、国土地理院発行 1/200,000地勢図「甲

府」。「長野」を基に作成した。

8。 第 3図 は、株式会社写測2000年調製、1/25,000長坂

町全図 (国土地理院発行1/25,000地形図を複製したも

の)を基に作成した。

9。 第 4図は、国際航業株式会社1994年調製1999年修正、

1/10,000長 坂町全図を基に作成した。
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第 1章 調査の経過 と概要

第 1節 発掘調査に至る経過
長坂町は、大人田地内にある長坂町郷土資料館の老朽

化に伴い、新たな郷土資料館建設を検討していた。2001

(平成13)年 12月 の長坂町議会にて、中九地内にある清

春白樺美術館に近接する土地に建設することが承認され

た。建設予定地が休耕桑畑であり、埋蔵文化財包蔵地外

にあたっていたが、遺跡の近接地であることから、翌

2002(平成14)年 1月 に試掘調査を実施した。その結果

遺跡が存在することが確認され、事前の発掘調査を実施

することとなった。

2001(平成13)年 12月 に長坂町から山梨県教育委員会

教育長あてに埋蔵文化財発掘の通知が提出され、長坂町

教育委員会による直営方式の発掘調査を実施した。調査

は2002(平成14)年 1月 22日 から開始し、同年 3月 28日

に終了し、調査期間は約 2ヶ 月を要 した。整理作業は

2002(平成14)年 7月 から開始し、翌2003(平成15)年

3月 に終了した。

第 2節 発掘調査の概要
(新 )長坂町郷土資料館建設予定地は敷地面積約1,800

ドであり、本体建設に関係する1,800ポを発掘調査した。

調査区に発掘調査・遺構測量の基準として10m間 隔の

グリッドを設定し、西から東方向に 1～ 6、 北から南方

向にA～ Hと グリッド呑号を付けた。

調査は、重機により表土を剥ぎ、その後人力で遺構確

認面まで掘削していった。遺構確認面に至ると丁寧に精

査を行い、順次遺構を確認していった。遺物は原則とし

て光波測量機で出土原位置を記録し、遺構を確認した後

は、その遺構の範囲の中から出土しているものについて、

その遺構出上のものとして取り上げていった。

遺構は土層断面・遺構平面図・遺物出土状況図等を、

必要に応じて平板実測あるいは簡易遣 り方等の手作業に

より図化していつた。全T4k図は空中写真測量で図化した。

また、調査の状況に合わせ、写真撮影を行った。

調査後は、整理作業を平成14年度に行った。

発見された遺構は、縄文時代中期中葉～後葉の竪穴住

居跡 7軒、土坑181基、溝 1条、焼土跡 4基である。出土

遺物は、縄文時代前期後棄～後期初頭・晩期後半の土器。

土偶・土製耳飾・焼成粘土塊 。石器・垂飾等が出土して

いる。特に縄文時代前期末の十三菩提式 。中期後棄の曽

利 I式の土器が比較的まとまって出土しており、梨久保

B式も確認されている。

第 3節 発掘調査組織
事 業 主 体 長坂町教育委員会
事 務 局
教 育 長 瀬戸龍徳 (～平成14年 3月 )

小尾章臣 (平成14年 4月 ～)

教 育 課 長 三井 茂 (～平成14年 7月 )
小尾章臣 (兼任・平成14年 8月 ～)

教 育 係 長 望月和夫 (～平成14年 3月 )
日向明美 (平成14年 4月 ～)

調 査 担 当 村松佳幸
発掘作業員 横山幸男  國府田孝吉 藤田繁昌

宮原征人  小林 裕  渡辺早月
大柴富子  畑 梅子  名取初子
小尾 トヨ子 清水純代  清水三恵
小沢よし江 田中利美  仲山たけの
長沼欣一  藤原照世
牧野慎一  浅冨君法  小杉秀幸
矢花由希子 (創価大学々生)

整理作業員 石川昭江  小澤恒子  清井ゆき枝
井出仁美  有野明子  日向登茂子
秋山かつゑ 小林立枝  小林敏恵

第 2章 遺跡の立地と環境

第 1節 地理的環境
本遺跡の所在する北巨摩郡長坂町は、山梨県の北西部

に位置し八ヶ岳南麓に立地する、南北約18km、 東西約 6

kmの細長い町である。人ヶ岳の山体が崩壊し起こった韮

崎火砕流によって形成された台地上にあり、標高は北端

の人ヶ岳権現岳が頂点で2,786m、 南端は」R日 野春駅

の南側で約490mである。標高1,200m以上が急峻な山岳

地帝になっており、それ以下は比較的緩やかな地形で、

人ヶ岳南麓高原や長坂台地、人ヶ岳南麓低地等が広がる。

長坂町南端より南は、泥流台地を釜無川と塩川の浸食作

用によって形成された通称七里岩と呼ばれる浸食崖が形

成されている。

人ヶ岳南麓には、比較的多くの湧水があり、これを水

源とする小河川は南流し浸食作用によっていくつもの舌

状台地を形成している。台地上は水利が悪いため、豊富

な水量の湧水を引いて開発した潅漑用水や潅漑用溜池が

数多く、県下で最も溜池の多い地域となっている。また、

それを利用した水稲耕作が行われ、古くから人ヶ岳南麓

地域でも有数の水田地帯となっている。

-1-



本遺跡の所在する中九地区は、町中央の西寄りに位置

し、地区の中央を大深沢川が南流する。西側は小深沢川

が流れ、南は七里岩と呼ばれる段丘崖になっている。台

地上にも小河川による浸食によって大小の尾根状台地が

形成されている。本遺跡もその中の一つに立地する。南

にある七里岩の段丘崖を下ると釜無川に至り、国道20号

線に出ることができる。

第 2節 歴史的環境
人ヶ岳南麓は、山梨県内でも有数の遺跡密度の高い地

域である。その中でも長坂町には数多くの遺跡が分布し、

これまでに208ヶ 所確認されている。本遺跡のある中丸

地内にも遺跡が数多く存在し、そのいくつかが発掘調査

されている。

新宿区健康村遺跡は、本遺跡の北約800mの ところに

所在する。両遺跡とも大深沢川と小深沢川とに挟まれた

台地上に立地している。新宿区民の総合的余暇活動施設

である「新宿区区民健康村」の建設にともない、1992

(平成 4)年 8月 ～11月 にかけて新宿区区民健康村遺跡

調査団により発掘調査された (板倉1994)。 A・ B・ E・

G地区の 4ヶ 所を調査 し、その調査面積の合計は約

24,800rにおよぶ。

縄文時代の竪穴住居跡 2軒、平安時代の竪穴住居跡14

軒、土坑22基、焼土跡 2基、埋甕 3基、石組土坑 6基、

竪穴状遺構 3基、屋外炉 9基、溝 1条等が発見された。

出土遺物は、ナイフ形石器・縄文土器 (前期末～中期初

頭・中期後半・後期初頭・晩期末)・ 土師器・灰釉陶器・

石器・鉄器等である。特に注目されるのはE地区から縄

文時代晩期終末の土器群がまとまって出土したことであ

る。報告書の中で小林青樹氏は氷 I式の細分において健

康村遺跡段階を提唱している 御 林ヽ1994)。 また、自然科

学分析で平安時代の信州系土師器 (黒色土器)の胎土分

析を蛍光X線分析したり、材同定、種実同定、植物珪酸

体の分析を行つたりと質の高い報告がなされている。

越中久録遺跡は本遺跡から北東へ2.4km離 れた所にあ

り、平成11(1999)年 度に国場整備に先立ち発掘調査さ

れた 1/1ヽ宮山1999)。 低湿地とそれを挟むように存在する

微高地に調査区が設定され、縄文時代中期後半の住居跡

4軒、方形柱穴跡 3基、土坑38基、ピット200余基、溝 2

条等が発見され、縄文時代早期押型文土器 。早期末～前

期初頭 。前期後半～後期前半までの幅広い年代の土器が

出土した。なお、 2号住居跡の石囲炉周辺から大量の炭

化材が出土し、その一部に板状の材に自然か人工か判断

は出来ないが、ほぞ穴に似た穴が確認できた。それらの

炭化材は住居構造材とは言えず、炉周辺にしか確認され

なかったので、どのような性格のものであったかは今の

ところ不明である。

東蕪 4遺跡は、本遺跡から北西へ1.5km離れた小深沢

川右岸の台地上に立地し、集落道拡幅工事に伴い発掘調

査された(小宮山2002)。 縄文時代中期の竪穴住居跡 1軒、

土坑 8基、ピット5基、集石遺構 1基が発見され、縄文

時代早期末～前期初頭・中期～後期の土器・中世の古銭

が出土している。道路の拡幅幅が 2mなので、発見され

た遺構も特筆すべきものはないが、曽利Ⅳ～V式・加曽

利E4式等中期末の土器片が比較的多く出土した。
西燕南遺跡は、本遺跡から北西約1,2kmの所にあり、堆

肥舎建設に先立ち発掘調査された(村松2002)。 平安時代

の住居跡 3軒、土坑 5基、ピット23基が発見され、縄文

時代の土器・石器、平安時代の土師器・須恵器・灰釉陶

器 。鉄製紡錘車・砥石等が出土した。 1号住居跡は 1辺

が約 3m四方の住居跡で比較的小さく南東隅にカマドが

構築されていた。

また、本遺跡から東へ400mの所に中九砦跡がある。

大深沢川に面した尾根の南端に位置し、『甲斐国志』の中

に「中九ノ旧塁 中丸村 村内に三方断えたる弧山あり。
その行きつまり、方一町詐りの処、即ち本九なり。北は

原野に続き、濠塁歴然たる要害。里人は逸見清光の塁と

云い伝 う。中丸 と云う村名、城虚に由 り起ると見え

……」と記載されている。

大深沢川を挟んで本遺跡のある台地の対岸には、県内

を代表する縄文遺跡の酒呑場遺跡 。長坂上条遺跡がある。

長坂上条遺跡は、昭和15年史前学研究所の大山柏氏を

中心に県内初の学術調査が行われた遺跡として有名であ

る(大山柏他1941)。 縄文時代後晩期の配石墓群が発見さ

れ、弥生時代の遺物も出土している。

現山梨県酪農試験場地内にある酒呑場遺跡は、縄文時

代前期から後期にかけての大集落跡である。1994(平成

6)～ 1996(平成 8)年 に山梨県教育委員会によって発

掘調査が実施され、縄文時代前期～中期の住居跡200軒

以上が発見されている (野代 1997、 保坂1997・ 1998)。 遺

物も、縄文時代中期を主体にして早期～後期までの土

器・石器が整理箱1,400箱分にものぼり、極めて多量の遺

物が出土している。中でも漆塗りの土器片、ヒスイ原石

および垂飾、土偶、攻状耳飾、サメの歯状垂飾、土棒、

土製蓋等が出土し、遺物の内容も豊富である。

長坂上条遺跡と酒呑場遺跡は台地の上と下の関係で位

置しており、縄文時代の中期までは台地上の平坦部に集

落を構え、後期になると台地の下の低地へ集落を移動し

ていったと考えられる。
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第 3章 発見された遺構と遺物

第 1節 基本層序
本遺跡の基本層序は単純である。表土層の下に遺物包

含層である褐色土があり、その下は黄褐色土となる。遺

構は黄褐色土に構築されている。しかし、掲色土と黄褐

色土との境が漸次的に変わつているのではっきりとせず、

遺構の輪郭を捉えるのに苦労した。

第 2節 住居跡
1号住居跡 〔第10・ 11図〕

(位置)G-3・ 4グ リッド。調査区南端に位置する。
(重複)3号住、17・ 77・ 136号土坑と重なる。 (形状 )
円形である。 (規模)長軸5.35m、 短軸5,02m、 深さ0.073

～0。 143m。 (床面)硬化面は確認できなかった。 (施設)

石囲炉が中央やや北寄りにある。地面を掘 り込み、20～

40cmほ どの礫を長方形に配置している。炉の南西隅の下

にピットがあった。石囲炉の南西に焼土跡が確認できた。

主柱穴は配置から4本 と考えられるが、炉の直ぐ北側に

ピットが確認でき、それも柱穴の可能性がある。

(遺物)第 12～ 15図。 1は曽利 I式古段階のものである。

口縁部は無文で、直線的に広がつている。胴部は張り出

している。頚部に横位波状隆線 2条 とその上下に隆線が

施されており、渦巻文が貼付されている。そこから2本

の刻みを持つ隆線が垂下する。刻みは棒状工具による刻

みである。地文は条線であるが、その中に半我竹管の内

皮による連続押圧を施した箇所が確認できる。

2は縄文地文の土器、 3は弧を描いたようなモチーフ

の施される縄文地文の鉢形土器で、井戸尻式であろう。

12は 日縁部に隆線による垂下文を持つているので、曽利

I式古段階のものと考えられる。

(遺物出土状況)第 11図。住居跡中央に遺物分布は多い

が東壁付近でも遺物の集中が見られる。 1の土器は石囲

炉周辺に多く散らばっていた。

(時期)1・ 12から曽利 I式古段階と考えられる。

2号住居跡 〔第16・ 17図〕

(位置)F・ G-3グ リッドに位置する。 (重複)3号住
居跡と重なる。 (形状)一部調査区外であるが、不整な円

形を呈する。 (規模)長軸6.68m、 短軸5.62m、 深さ0。 243

～0。 375mである。 (床面)硬化面は確認できなかった。

(施設)中央北寄りに炉が確認できた。その周辺に大礫

が出土しているので、石囲炉であったものが壊されてし

まった可能性がある。主柱穴は 7本である。主柱穴の内

側にもいくつかのピットがあり、炉を囲つているように

見えるので、それも主柱穴と捉えることもできる。内側

から外側へ住居が拡張された可能性も考えられる。

(遺物)第 18～ 23図。 1は頚部が膨らむ器形をしている。

隆線上には半我竹管による連続押圧が施される。 2は頚

部に 5段の横位隆線を持ち、その下段に渦巻文を持つ。

渦巻文からU字状に胴部文様が施され、U字の内側には

十字の垂下文がある。隆線上の刻みは半我竹管による連

続押圧である。

3は頚部に鍔状の張り出しを持つ。その下には横位波

状隆線が施され、ミミズク状の把手がつく。 4は 2本の

隆線による垂下文があり、一部に角状の文様がある。隆

線上の刻みは棒状工具によるものである。地文の条線は

やや幅広である。

5は胴部にU字状と十字に似た文様が施されたもので

ある。日縁部はやや内湾し、胴部は少し張りがある。ミ

ミズク状の突起が 4単位ある。 6は頚部に横U字の隆線

を重ねながら3段に貼付している。 3段目に横長のミミ

ズク状突起があり、そこから垂下文が施される。張り出

した胴部をもつ。

7は頚部に3本の横位隆線の間に横位波状隆線を施し

ている。垂下文があり、その付け根の両脇にU字状の文

様を付けている。隆線上の刻みは棒状工具によるもので

ある。 8は頚部が 3段あり、 1段目にミミズク状突起の

間に横長のS字状文が施され、 2段目に横位波状隆線の

ように見える幅広隆線上に交互刺突を施した文様があり、

渦巻文が付 く。 3段目に半我竹管による連続押圧が施さ

れた隆線がある。渦巻文からU字状文が延びていく。

9は把手である。渦は巻いておらず、幾何学的な文様

が施されている。10は 口縁部の突起である。大きめの渦

巻文の下にW字状文があり、その両腸に2本の隆線で区

画される。11は大型の長胴甕であり、頚部に格子状文を

持つ。胴部は先端に渦巻文をもつ大型のU字状文が施さ

れ、頚部及びU字状文の脇に波状粘土紐が只占付される。

U字状文は幅広の粘土帯を貼り付けた後その上を沈線で

施文している。日縁部は日唇部近くで屈折する。

(遺物出土状況)第 17図。遺物は住居跡の中央を中心に

多量に出土している。出土レベルも床直から覆土の上部

にかけて切れ目なく出土している。

(時期)曽利 I式古段階の土器 (1・ 5・ 6・ 7・ 8・

9・ 10)が多数出土しているのでその時期と考えられる。

3号住居跡 〔第24図〕

(位置)G-3グ リッドに位置する。 (重複)1・ 2号住
居跡と重なる。 (形状)壁が確認できないので不明である。
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(想定では円形にしている。)(規模)不明。 (床面)硬化

面は確認できなかった。 (施設)焼土が確認できた。その

南側には大礫が置かれていた。主柱穴は6本であろう。

(遺物)第 24・ 25図。復元出来るような遺物は出土して
いない。曽利 I式の土器片が多い。

(遺物出土状況)第 25図。出土遺物はまばらである。
1・ 2号住居跡と比べると遺物分布の中心がはっきりし

ない。

(時期)出土土器も破片資料だけなので、はっきりと断

定はできないが、横位波状隆線をもつものが多かったり、

隆線に刻みをもつものが少なかったりするので、曽利 I

式新段階と考えられよう。

(備考)住居跡とした根拠は、焼土跡とその周囲を巡る
ピツトが確認できたことである。しかし、そのピットは

しつかりと掘られたものではなく、また、住居の立ち上

がりを確認できなかったので、住居ではない可能性も考

えられる。

4号住居跡 〔第26図〕

(位置)B・ C-3・ 4グ リッドに位置する。 (重複)な
し。 (形状)円形である。 (規模)長軸4.72m、 短軸4.44

m、 深さ0.069～ 0.252m。 (床面)硬化面は確認できな
かつた。 (施設)調査区中央やや北寄りにある土坑が炉で

あろう。他の住居跡のように焼土がはっきりと確認でき

た訳ではなく、その覆土中にも焼土粒がないので、確実

に炉とは言い切れない。主柱穴は 6本である。 2P-3
P間、4P-5P間 の壁際にそれぞれピットがある。長
軸方向で左右対称になっているのは興味深い。

(遺物)第27図。破片資料だけである。井戸尻式が多い。

(遺物出土状況)第27図。住居中央を中心に分布してい

るが、比較的数は少ない。

(時期)5～ 7及び4号住居跡の近くから第50図38の井
戸尻式の大型把手が出土しているので井戸尻式期と考え

られる。

5号住居跡 〔第28・ 29図〕

(位置)C・ D-5グ リッドに位置する。 (重複)1号溝
に切られている。 (形状)一部調査区外であるが、円形を

呈する。 (規模)長軸残存5.66m、 短軸5.9m、 深さ0.122

～0.305m。 (床面)硬化面は確認できなかった。 (施設)
住居中央やや北東寄りに埋甕炉がある。その近くには台

石が出土した。炉内の焼土はあまり発達していない。主

柱穴は6本である。 6P-7P間 に貯蔵穴と思われる 1
Pがある。この住居跡も2号住居跡と同じように主柱穴
の内側にいくつかのピットがあり、それが主柱穴になる

可能性がある。 5号住居跡からは十三菩提式土器が比較

的まとまって出土 しているので、その時期の住居跡が

あつた可能性も考えられる。

(遺物)第30～ 32図。 1・ 2は梨久保B式である。 1は

4つの突起をもち、そこから螺旋状の粘土紐装飾が付く。

口縁部には重弧文が隆線で施され、その上に一部横位隆

線で連結させている。頚部は無文である。 2は対向する

櫛形文がある。 3は突起状の装飾部である。上から渦巻

文、ミミズク状突起と渦巻文、W字状文、ミミズク状突
起が施される。口縁部内側には横長のミミズク状突起が

ある。

4は炉に使用されていたものである。口縁部が内湾し

胴部が直線的であり、曽利 I式の典型的な器形をしてい

る。口縁部に隆線による文様が、胴部には隆線による垂

下文が施され、地文は撚糸文である。図示はしなかった

が、日縁部には突起状に膨らむと思われる所が lヶ 所あ

る。土器の表面は、焼かれたためであろうか、ひどく荒

れている。

7～ 19は前期末の土器で、比較的多く出土している。

20。 21は くびれ部に爪形文を施す東海系の土器である。

37は杓子形土製品で、柄の部分が螺旋状になっている①

(遺物出土状況)第29図。住居中央を中心として全体か

ら出土している。出土状況図の南東の空白部は 1号溝に

切られていたためである。 lPからは 1・ 2が一緒に出
土している。出土レベルが床面からやや浮いた状態にみ

えるが、床面と住居覆上の色の区別がしづらく、床を掘

りすぎている可能性がある。

(時期)炉に使用されていた 4か ら曽利 I式古段階と考
えられる。

6号住居跡 〔第33図〕

(位置)B-4・ 5グ リッドに位置する。 (重複)1号溝
に切られ、19～ 27号土坑と重なる。 (形状)不明。(規模)

不明。(床面)硬化面は確認できなかった。 (施設)焼土
と西側の壁の一部が確認できただけである。主柱穴は確

認できなかった。25'26号土坑が位置や大きさから考え

て、主柱穴になる可能性も指摘できるが、断定は避けて

おく。

(遺物)第 34図。19～ 27号土坑は前期末のものが多い
ので、それを掘り込んだためであろうか、その時期の土

器が多い。

(遺物出土状況)第34図。 焼土周辺に散浸に分布する。
(時期)時期の決め手になるようなものはないので、
はっきりしない。前期末より新しく、おそらく中期中葉

であろう。
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7号住居跡 〔第35図〕

(位置)C,D-3グ リッドに位置する。 (重複)161・
162号土坑と重なる。 (形状)円形を呈する。 (規模)長軸

5。 32m、 短軸4。 92m、 深さ0.33mで ある。 (床面)硬化面

は確認できなかった。 (施設)住居中央やや北寄りに石囲

炉がある。偏平な礫で構成されているが、一部礫がない。

主柱穴は6本である。

(遺物)第36図。 1は井戸尻式である。楕円区画文を持

ち、その上下の隆線上に半我竹管の内皮による連続押圧

を施している。 2は日縁部が無文で胴部に十字の垂下文

がある。地文は幅広の条線が施されているので、曽利 I

式に近い。 3・ 4は井戸尻式の浅鉢の口縁部であり、接

合はしなかったが同一個体である。

(遺物出土状況)第36図。住居中央を中心に分布するが、

遺物量は比較的少ない。

(時期)1～ 4よ り井戸尻式終末と考えられる。

第 3節 土坑
1号土坑 〔第37図〕 (位置)D-1・ 2グ リッド。 (重
複)な し① (形状)不整楕円形。 (遺物)第45図 1。 縄文

中期の土器である。(遺物出土状況)花商岩の剥片が散ら

ばっていた。 (時期)縄文中期であろう。

9号土坑〔第38図〕 (位置)E-2グリッド。 (重複)10
号土坑を切つている。 (形状)不整な円形をしている。

(遺物)第47図 71'721ま磨石類である。 (遺物出土状況)覆

土の上層の中央から礫が密集して出土した。いくつかの

礫は赤化していた。(時期)縄文前期末。

10号土坑〔第38図〕 (位置)E-2グ リッド。 (重複)9
号土坑に切られている。(形状)円形。 (遺物)第45図 7

の十三菩提式が出土している。 (遺物出土状況)覆土中に

まんべんなく礫が出土している。第45図 7は 中層から出

土した。 (時期)縄文前期末。

11号土坑〔第39図〕 (位置)B-4グリッド。 (重複)重
複してはないが、12号土坑と隣接している。 (形状)円形。

(遺物)第45図 8～ 16、 第47図73,74。 8～ 16は縄文前

期末の土器である。 (遺物出土状況)土坑中央を中心に十

三菩提式や黒曜石片が数多く出土している。 (時期)縄文

前期末。

12号土坑〔第39図〕 (位置)B-4グ リッド。(重複)重
複していないが、11号土坑と隣接している。(形状)円形。

(遺物)第45図 3～ 6。 6は小型土器の底部である。(遺

物出土状況)十三菩提式が出土しているが、11号土坑と

比べると数は少ない。(時期)縄文前期末。

13号土坑〔第37図〕 (位置)E-5グ リッド。(重複)な

し。 (形状)不整な円形を呈している。 (遺物)第45図 17

～19、 第46図 68～ 70。 17～ 19は十三菩提式であり、68は

黒曜石原石で、重量は245gである。 (遺物出土状況)土

坑の中央にまとまっているが、出土レベルは上層から下

層まで連続的に出土している。土坑の中央中層から68の

黒曜石原石が出土している。 (時期)縄文前期末。

14号土坑〔第40図〕 (位置)B-4グ リッド。(重複)15
号土坑を切つている。 (形状)長方形に近い形をしている。

(遺物)第45図 20の十三菩提式が出土している。 (遺物出

土状況)15号土坑寄りの上層から多く出土している。 (時

期)縄文前期末。

15号土坑〔第40図〕 (位置)B-4グ リッド。 (重複)14
号土坑に切られている。 (形状)不整な楕円形。 (遺物)

第45図 21～25で、十三菩提式である。 (遺物出土状況)

覆土の上層から数片出土している。 (時期)縄文前期末。

16号土坑〔第41図〕 (位置)E-5グリッド。 (重複)な
し。 (形状)円形。 (遺物)第45図26～ 38、 第47図 75～ 84。

37は十三菩提式で、頚部下端に横位隆線があり、そこか

ら多くの垂下文が施される。隆線上には半載竹管の内皮

により連続押圧されている。地文は縄文である。38も 十

三菩提式で、胴部は細く頚部が緩やかに括れ、口縁部が

大きく内湾する器形である。口縁部・頚部・胴部に文様

帯が分かれ、頚部は無文である。口縁部には横位隆線を

多条に施し、一部に鋸歯状に粘土紐を付けている。隆線

に刻みはない。日唇部には刺突を巡らしている。胴部に

は渦巻文が施され、地文は縄文である。

(遺物出土状況)底部付近に遺物が多く出土している。

37・ 38はそれぞれ壁際に置かれていた。石器も底部付近

から多く出土した。 (時期)縄文前期末。 (備考)土坑断

面が一部フラスコ状を呈しているので、貯蔵穴と考えら

れる。

17号土坑〔第40図〕 (位置)G-3グ リッド。 (重複)1
号住居跡に切られている。 (形状)円形。 (遺物)図示な

し。 (遺物出土状況)土坑中央に分布の中心がある。底部

に拳大の礫があった。 (時期)縄文前期末。

18号土坑〔第40図〕 (位置)D-5グ リッド。(重複)な
し。(形状)楕円形。(遺物)図示なし。(遺物出土状況)土

坑中央の上層に礫が数点まとまっていた。(時期)出土土

器は上層に限られ流れ込みの可能性もあり、不明である。

19号土坑 〔第42図〕 (位置)B-4・ 5グ リッド。(重
複)26号土坑と重なる。(形状)円形。(遺物)第46図60

～67。 60～ 65は十三菩提式、66は井戸尻式、67は堀之内

式である。(遺物出土状況)土坑の上層を中心に分布して

いるが、底部付近からの出土もある。(時期)縄文前期末。

20号土坑〔第44図〕 (位置)B-4グ リッド。(重複)23
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号土坑に切られる。27号土坑と重なる。 (形状)円形。

(遺物)第48図 85。 86。 85は打製石斧、86は石匙である。

(遺物出土状況)覆上の上層及び下層に散在的に分布す

る。 (時期)縄文前期末。

21号土坑〔第43図〕 (位置)B-4グ リッド。 (重複)22
号土坑と重なる。 (形状)不 整な楕円形を呈する。一部
フラスコ状である。(遺物)図示なし。 (遺物出土状況)

上層から下層まで散在する。 (時期)縄文前期末。 (備考)

貯蔵穴であろう。

22号土坑〔第43図〕 (位置)B-4グ リッド。 (重複)21
号土坑と重なる。 (形状)不 整な円形を呈する。底部に
段を持ち、断面は一部フラスコ状を呈する。 (遺物)図

示なし。 (遺物出土状況)上 層から下層まで散在する。
(時期)縄文前期末。 (備考)貯蔵穴であろう。

23号土坑 〔第44図〕 (位置)B-4グ リッド。 (重複)
20。 24号土坑と重なる。 (形状)円形であろう。 (遺物 )

図示なし。 (遺物出土状況)出土数はわずかである。 (時

期)流れ込みの可能性があり、不明である。

24号土坑 〔第44図〕 (位置)B-4・ 5グ リッド。 (重
複)23号土坑と重なる。 (形状)不整な円形である。 (遺

物)図示なし。 (遺物出土状況)遺物はわずかに出土する

程度である。 (時期)流れ込みの可能性もあり、不明であ

る。

26号土坑〔第42図〕 (位置)B-5グ リッド。 (重複)19
号土坑と重なる。 (形状)円形。 (遺物)図示なし。 (遺物

出土状況)礫が 1点出土しただけである。 (時期)不明。

27号土坑〔第44図〕 (位置)B-4グ リッド。 (重複)20
号土坑と重なる。 (形状)円形であろう。 (遺物)図示な

し。 (遺物出土状況)覆上の上層からわずかに出土した。

(時期)流れ込みの可能性があり、不明である。

28号土坑〔第42図〕 (位置)D-5グ リッド。 (重複)な
し。 (形状)不整な楕円形である。 (遺物)第46図39～ 41。

39は十三菩提式、401ま 曽利Ⅱ式、41は井戸尻式である。

(遺物出土状況)覆土の上層を中心に出土している。 (時

期)流れ込みの可能性があり、不明である。

第45図 2は 4土、第46図 421ま31土、431ま33土、441ま 78

」と、 451よ 66Ξと、 46は 74ニヒ、 47は 81ニヒ、 48は 88EL、 491よ 120

土、 50は 116■、 511よ 139とと、 52・ 531よ 140三と、 54は 154Ξと、

55は 165L、  56は 159三と、 57は 170三L、  58は 174三と、 591よ 167

土からそれぞれ出土している。

第 4節 その他
1号溝 〔第49図〕 (位置)B-4・ 5、 C-5・ 6、
D-5・ 6、 E-5・ 6、 F-5。 6グリッドに位置す

る。溝は調査区の南側と北狽1に分かれて確認されたが、

調査区外でつながっていると考えたので、同一の遺構に

した。 (重複)5'6号 住居跡、20・ 22～ 24・ 27号土坑を
切つている。 (形状)南北方向に直線的に延びており、調

査区外で北西方向に曲がつている。 (規模)南部分は長さ

29m、 中央部幅1,9m、 深さ中央部30cmで ある。北部分は

長さで5,2m、 中央部幅1.3m、 中央部深さ37cmで ある。

(遺物)第49図。 1～ 3は十三菩提式、 4は東海系であ

る。10は滑石製の垂飾である。11は土偶の頭部である。

顔の部分は剥がれ落ちている。頭頂部及び側頭部に穴が

確認できた。

焼土跡 焼土跡が 4ヶ 所確認できた。現代に近いもの
と判断し詳細な図は提示しなかった。どれも炭化材力滑Ь

分的に堆積し、その上に焼土が載っている状態であった。

各焼土跡の規模は以下のとおりである。 (数字は長軸×

短軸を表す )

1号焼土跡3.2m× 1.4m、 2号焼土跡2.2m× 1.5m

3号焼土跡1,7m× 1.Om、 4号焼土跡2.9m× 1,4m

第 5節 遺構外出土遺物
遺構外からも多 くの遺物が出土している。

第50図 1・ 2は東海系、 3は諸磯 b式、 4は諸磯 c式、

5～ 33は前期末、34は五領ケ台式、35は新道式、36～43

は井戸尻式、44～ 58は曽利 I式、59は曽利Ⅱ式、60・ 64

は曽利Ⅳ式、61～ 631ま曽利V式、65～69は条痕文土器、

70・ 71は縄文地文の土器である。

なお、図示はしなかったが、古銭が 5枚出土しており、

寛永通賓が 3枚、判読不明が 2枚である。キセルや釘が

出土している。

第 4章 発掘調査の成果

第 1節 縄堂時代前期末について
今回の調査において、縄文時代前期末土器群が比較的

まとまって出土したことが、成果として挙げられる。

本遺跡出土の前期末土器群は、県史編年 (今福1999)

の第 3段階にあたり、一部 4段階のものが出土している。

三角印刻文は見られず、結節浮線文・浮線文をもつもの

が圧倒的に多く、地文は縄文か無文である。集合沈線文

をもつもの (第27図 1、 第30図 19、 第45図 9。 14・ 15、

第46図 43、 第50図 10・ 11)は 4段階に位置づけられよう。

前期末の土器分布状況を見ると、調査区北～東側の

11・ 12・ 13・ 16号土坑に多く、 5・ 6号住居跡の周辺も

多い。 5号住居跡は曽利 I式古段階の時期であるが、前
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期末土器が数多く出土するということは、その時期の遺

構がそこにあつた可能性がある。先述したが、 5号住居

内には、主柱穴以外のピットがもう 1軒の住居跡になる

可能があり、それが前期末のものである可能性が高い。

第 2節 井戸尻式終末～曽利 I式の変遷について

今回の調査のもう一つの成果は、 1・ 2・ 5号住居跡を

中心に丼戸尻式終末～曽利 I式土器が数多く出土したこ

とである。ここでは該期の土器の変遷を追つて行きたい。

・井戸尻式終末段階

井戸尻式の最後の段階で、曽利 I式に近い土器が伴う。

7号住から7住 1の楕円区画文をもつ井戸尻式と同 2の

曽利 I式に近いものが共伴している。 7住 2と 2住 4の

地文は棒状の工具による条線で、次の段階と比べて浅く

幅広く間隔がやや広い。井戸尻式の平行沈線に近い。 1

住11は底部から口縁部にかけて直線的に広がる器形と思

われ、日縁部に文様をもつものである。また、頚部に鍔

状の張り出しを持つもの (2住 3)や突起状装飾 (5住

3)がある。
・曽利 l式古段階

口縁部に文様を残すもの (1住 12、 2住 10、 5住 4)、

ミミズク状の把手や突起をもつもの (2住 1,5・ 6・

8)、 頚部が膨らむもの (2住 1)、 懸垂文のみのもの

(1住 1、 2住 1・ 6・ 7)な どがある。胴部モチーフ

にはU字状のもの (2住 2・ 5・ 8)も ある。隆線上は

ヘラによる刻みと半載竹管による連続押圧とがある。 5

住 1・ 5住 2は梨久保B式で 5住 4と 共伴している。 5

住 4の地文は撚糸文であり、井戸尻式の要素を引き継い

でいる。

1住 1の器形は、曽利 I式によくみられる口縁部が内

湾し胴部が寸胴である器形とは違い、日縁部は直線的に

広がり胴部が膨らんでいる。 2住 6も 同様の器形であろ

う。北巨摩郡白州町上小用遺跡 (教来石民部館跡)第 1・

5ト レンチからも同様な器形をもつ土器が数個体出土し

ており (折井1990)、 全て曽利 I式古段階に位置づけられ

る。この器形は梨久保B式に少しみられる (三上1996)。

本遺跡は人ヶ岳南麓でも西側に位置し、諏訪湖や人ヶ岳

西南麓に近接するため梨久保B式土器と関わりが強く、

その状況下で作られたのではないだろうか。実際に梨久

保B式が他の遺構から出土している (5住 1・ 2)。

・曽利 I式新段階

頚部文様帯が幅広になり、胴部モチーフはU字状文に

なる。前段階で頚部文様帯の中央または下段に付けられ

ていた渦巻文は、頚部直下 (同 11・ 38)に位置し、そこ

からU字状文が伸びていく。頚部文様帯は格子文 (2住

11)、 横位波状粘土紐 (同 38)な どがある。 2住 11の U宇

状文の脇には波状粘土紐が加飾される。

従来の変遷 (米田1986・ 今福1999・ 櫛原1999)を 参考

に各段階を設定してみた。曽利 I式古段階の土器が多く、

本遺跡の特徴と言えよう。人ケ岳山麓では釈迦堂遺跡と

比べ、頚部文様帝に渦巻文や把手が入るものが多いとい

う指摘 (櫛原1993・ 97)が追認できた。また、人ケ岳地域

に少ないといわれる波状粘土紐による加飾が確認できた。
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清春白棒美術館南遺跡

第 1図  清春自樺美術館南遺跡位置図
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第 2図 八ケ岳南麓主要遺跡分布図
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88 城山上北遺跡
89 城曲上遺跡
90 中丸砦址
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第 1表 遺跡地名表

91 居久保遺跡 縄 平
★92 清春白樺美術館南遺跡 縄
93 細久保追跡 縄
94 後平遣跡  縄 平
95 狐平北遺跡 縄 平
96 狐平遺跡  縄 平
97 大平遺跡  縄 平
98 下鳥久保遺跡 縄
99 鳥久保遺跡 縄 江戸
100 高松遺跡  縄
101 上町遺跡  縄 奈
102 酒呑場遺跡 旧石 縄 古 平 江戸
107 西村遺跡  古 平 中 江戸
108 中反遺跡  縄 平
109 柿平・藤塚
136 反田遺跡  縄 平 中
138 北村遺跡  縄 古 平
139 新居遺跡  縄 平 中
142 植松氏屋敷址 中
150 池ノ平昭和堤北遺跡 縄

151 池ノ平A遺跡
152 向井丹下屋敷址
153 池ノ平 B追跡
154 上日野遺跡
155 田中氏屋敷址
156 上日野A遺跡
158 上日野C遺跡
168 上町南遺跡
171 長坂上条追跡
172 西久保遺跡
173 新宿区健康村遺跡
184  】ヒ本寸引ヒ菟豊

'ボ185 酒呑場東遺跡
187 北村東遺跡
190 池之平北遺跡
195 紺屋遺跡
197 竹原遺跡
198 天白砦址
200 下日野遺跡
206 長坂上条・藤塚遺跡

第 3図 清春白樺美術館南遺跡周辺の遺跡分布図
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第51図 遺構外出土遺物②
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宅 グリッド 艮軸 (cm) 編 軸 (cm) ,集さ(cm 備 考

D-1 2 81～ 123
5,8～ 90

4号十
十坊

6号十坊
7号土 F-2 5島

土 E F-2 7-15
E-2 1175 (84 163～ 347

69 72.2～ 917

2号十

13号十坊 172 F

十 抗 109 295～ 357
(675) 7-27

E-5 154 77

土 七 G-3 109 103

D-5 96 243～ 459
159 96

21号十

十 1n‐ 97

23号十 (117) ▼

24号土 B-4 5 (123) 13 M

土 B-4 40 4～ 70 7

B-5 64.5 292～ 336
(108)

ι80～490
29手争

30号十

81■十 1285 108 5 馬

32号土
土 B-4.5

34号土売 B-4 11

B-4 715 58 5 70～ 12.2
14

38→計十

39号十 133

40■十 (775) I「D

41号土 ) 48 5

4 土 C-4
C-4 94 5

C-4 82 5 6 109
124～ 14.6

47号十坊

48号十坊
49号十坊 147

50号土lj~

土 D― ユ (25) 86～ 6_1
D-1 (116) 3.1～ 65
D-1・ 2 108 4

3.5～ 88

十 坊

57号十

58号十
59号土
土 D-3 172～ 280
D-3 10 5-14 7

75 186～ 229
175～ 209

64抒争

十 坊

66号土坑
67号土坑
土 D-2 (132)

土 D-2 7 114
D・ E-2 8 13

E-2 148～ 188

73与|

74号 十蜻

75号 十 硲

i6号十
77号土 3-4 222 12

土 E-2
79号上士 E-2 77～ 201
E-2 41～59

34～ 198

83号十

馳号 十

85号十 ]13 77

86号土J4~

土 E-3 拓 馳

土 E-3 11

E-3 120 93～ 185
47 93～ 97

と80～201

第2表 土坑一覧表
置橋 名 グリット 長 軸 菊 Hm(cm) 濃 卜 ( 備 考

92号土上 E-2
93号土t E-2 242～ 252
94号土七 147～ 216

16 4-17 8

9rii1/L
98号土坑
99号土坑 70 9

100号土坑 26

101号土坑 F-2 3 110～ 158
1∩ク昇 十 坊 (146) 92～207

120～ 178

106号土坑
107号土坑
108号土坑
109号土坑
10号土坑 F-3 97～ 109
ll号土坑 5,0～ 129

71～ 124

14;主 玩
15号土坑
16号土坑 75

17号土坑
18号土坑 E-3 6～ 114
19号土坑 188～ 218

89～ 162

23号土坑
24号土坑
25号土坑 略

126号土坑 E-4
27号土抗 E-4 47 272～ 299
28号土坑 E-4 206～ 232

100～ 118
曜
一

132号土坑 8R

133号土坑
134号土抗 68

35号土抗 3-4 48～ 138
36号土坑 3-4 755 343～ 393
R7■十サ 3-4 9 22 8^-38 8

27 6 4

6

141号土抗 5R

142号土坑
143号土坑 80

144号土坑 3-4 81～ 73
145号土坑 3-4 54 54 58～ 95
4ハ号 十 坊 25,1～290
47サ土J7L I 162～ 210

150号土抗 | 11

151号土坑 | 1磁 (60)

152号土坑 | F-5 204～ 293
153号土坑 | F-5 185
154号土坑 | F-5 102 88 2
1弔号 十 汁  | 71 100

106

lob号 主 J7L

159号 十坊

160号 十1n~ 60

161■ 十 (127) 19 3--23 7

3 D-3 69 7 4

163七土 E-5 83 444～ 496
土 106 192～ 298

108 159～ 183

68号十抗

169号 十琉 %

170号 十琉
171号土14~ F-6 86

172号土 F-6 20 3--20 8
173号土 1 13 3^-21 3

90～ 167

77号十抗

78号十坊 0

179号 十Jn~ 20

180号 ilj~ 100
181号土J4~ 5 2～ 141

一-65-



住 居 名 グリット ピットNo 長軸 (cnl) 短軸 (側 ) 深さ(cm) 備考
1号住居 G-3・ 4 1

2 主柱 穴

3 37 6 主柱穴
4 主柱六
5 47 3 主オ主穴

6 20 8

7 23 5

8 77 54 8

2号住居 F・ G-4 1 60 6 主柱穴
2 76.5 主柱 穴

3 77 62.1 主柱穴

4 81.3 主柱穴
5 64.ユ 主柱穴
6 72.5 主柱 穴

7 主柱 穴

8 47

9

12 5

2

3

5 36.5

36 5 17.4

40 5

54.5 33 5 ll.3

08?
3号住居 G-4 1 32.4 主柱穴

2 9,2 主柱穴
3 (52.5) 37 5 主柱穴
4 18.6

5 50.5 77 主柱穴

6 15 2

7 20 6 主柱穴

8 主柱 穴

9 254
142
17 2

204

第 3表 住居内ピットー覧表
住居名 グリッド ピ ッ 長軸 (cm) 短軸 (clni 深さ(cm) 備考

4号住居 BC-3 4 ユ 盈 主柱穴

2 54.3 主本主穴

3 三柱 穴

4 主柱穴

5 主柱穴

6 40.9 主本主穴

7 38.2

8

5号住居 C・ D-2 1 58.7

2 373
3 25 7

4 主柱穴

5 46 2 主柱穴

6 417 主柱穴
7 主柱 穴

8 42.9 主柱穴

9 37.6 主柱穴

31.3

14,7

29 2

7号住居 C D-4 l 主柱穴

2 主柱穴

3 主柱穴

4 三柱 穴

5 主柱穴

6 515 47.5 主柱穴

7

第4表 石器・土製品観察表①
図版番号 図番号 遺物番号 器種 出上位置 最大長 (銅 ) 最大幅 (帥 ) 最大厚 (cm) 重 量 (g) 石材 備考

第14図 3265 砥  石 住 87.9 砂 岩 有 溝

第 14図 磨製石斧 住 (5 25) (15,3) 凝灰岩 卜型・定角式
第 14図 粘土塊 住 57 86 6

第14図 打製石斧 住 93.7 ホルンフェルス

第14図 打製石斧 住 10.2 66.9 ホルンフェルス

第 14図 6858 打製石斧 住 19,3 77 304.6 ホルンフェルス

第 14図 横 刃形 石器 住 5,7 1.2 34.4 ホルンフェルス

第14図 8560 横 刃形 石器 住 (6.5) 1.1 25 1 砂岩

第14図 横刃形石器 住 1.5 418 ホルンフェルス

第14図 6917 横刃形石器 住 4.5 1.5 47.2 砂 岩

第 14図 7109 橋 刃形 石器 住 53.3 砂岩

第 14図 大型 粗 裂石匙 住 (75) 17 53.0 砂岩

第14図 打製石斧 仁 56 21 86 9 ホルンフェルス

第15図 3257 磨石類 仁 ±1.1 503.0 安 山岩

第 15図 1955 磨石類 住 11.6 5,7 861.0 安 山岩

第 15図 磨 石類 住 92 7.3 725.0 安山岩
第15図 石  皿 住 28.3 21 9 5780.0 安山岩
第15図 台 石 仁 (180) (179) 17,7 3520 0 安 山培

第22図 土製耳飾 2住 (25) 有 孔

第 22図 砥  る 2住 凝灰岩 平安時代
第22図 3046 磨 製石 斧 2住 1 75) (2_2) (0.8) (3,7) 凝灰岩 小型・定角
第22図 石  鏃 2住 15) (1.15) (0.35) (04) 黒曜 石 脚部片
第22図 3326 粘土塊 2住 28
第 22図 打製石斧 2住 (7,9 (54) (2.1) 111.5 砂 岩

第 22図 打製石 斧 2住 (56) (1.9) 103.0 ホルンフェルス

第22図 打製 石斧 2住 (50) 17) 88.0 ホルンフェルス

第22図 3404 3469 打製石斧 2住 57.3 凝 灰 培 接 合

第22図 横刃形石器 2住 ±34.5 ホルンフェルス

第 23図 123 1084 橋 刃形 て器 2倖 17 84,7 ホルンフェルス
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第5表 石器・土製品観察表②
コ版番! 図春号 遺物 春 号 器 種 出上 位 置 最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚(cm) 重量 (貿 ) 石 材 備 考

第23図 横 刃形石 器 2住 3.7 11.7 1.3 53.6 砂岩

第23図 2265 横刃形石器 2住 (8.81 (11 ホルンフェ,レス

第 23図 横刃形石器 2住 5。 1 7.7 17 64 6 砂 岩

第23図 横 刃形石 器 2住 11.4 24 193 6 ホルンフェルス

第23図 横刃形石器 2住 15 84 6 砂岩

第23図 礫 器 2住 27 141.9 砂岩

第 23図 1798 磨製石斧 2住 (49) (5.5) (17) 凝灰 岩

第23図 磨 石類 2住 76 45 552.0 安山岩
第23図 暦 石類 2住 15 3 79 1065,0 安山岩
第23図 2207 石  皿 2住 (102) 18.6) 24心 3 安山岩
第 23図 石  皿 2住 32.0 25 7 10000.0 安 山岩

第24図 1 石   匙 3住 1.ユ 9,7 珪質頁岩 積 or斜型
第24図 2 石  鏃 3住 1.6 チャー ト

第24図 3 666 楔形石器 3住 2.2 0.95 黒曜石
第 24図 4 打製石斧 3住 1,7 81.1 ホルンフェルス

第 24図 5 磨 て類 3住 (11.6) (4,9) 603.0 安山岩
第25図 粘 土塊 3住 4.85 2 35 2.5 18.8

第27図 9 4492 粘土塊 4住 1.3

第 27図 4482 削 器 4住 13 9 黒 曜 石 刃部 2つ
第 31図 6112・ 6123 杓子形土製品 5住 (4.6) (5.3) 253
第31図 4186 粘 土塊 5住 2.25 15 3

第31図 7734-① 石  鏃 5住 10) 10 35) (03) 黒曜石 脚部片
第 31図 5739 楔形石器 5住 黒 曜石

第 31図 4242 削 器 5住 3 15 13 18.3 チャー ト

第31図 7154 石   匙 5住 5.3 緻蜜安山岩 横 型

第31図 掻  器 5住 0 55 黒曜石
第31図 6210 掻 器 5住 0 48 黒曜 石

第 31図 5571 掻 器 5住 3.2 黒曜石

第32図 7978 打 製 石斧 5住 1) 94.4 砂 岩

第32図 打 製 石斧 5住 11.7 116.5 砂岩

第32図 6221 打製石斧 5住 42 2.2 95 4 砂岩

第 32図 4237 打製石斧 5住 (8.4) (55) 1,7) 94.3 砂 岩

第 32図 257 横刃形石器 5住 1.5 53.4 ホルンフェルス

第32図 5588 横 刃形 石 器 5住 (2,7) 頁岩

第32図 横刃形石器 5住 22 ホルンフェルス

第 32図 4243 磨石類 5住 3M8 安 山岩

第 32図 M 6442 原  石 5住 55 78 8 黒 曜石

第32図 台  石 5住 (24 3) 21.8 5380 0 安山岩
第34図 9 暦石類 6住 119 5,7 823 0 安山岩
第34図 8845 粘土塊 6住
第 36図 9424 打製石斧 7住 15.5 17 190.2 ホルンフェルス

第46図 7615 原  る 13土 119 6ユ 265,7 黒 曜 石

第46図 7765 石  鏃 13三L :2.5) (1.75) 0.45 黒曜石 片脚欠損

第46図 7555 削 器 13土 1.4 05 ll 黒曜石 刃部 2つ
第 47図 磨石類 9土 13.1 7.7 897.0 安 山岩

第 47図 3306 磨石類 9土 1242 0 安 山岩

第47図 6885 石  錐 土 22 1,7 14 黒曜石 つまみ部あり

第47図 粘土塊 土 29 2_2 13.3

第47図 8515 削 器 6■ 22 2.6 07 黒曜石
第 47図 7553 掻 器 6土 1.75 2,7 0 65 1.5 黒 曜 石

第47図 8836 石  尋堕 6+ 1.9 14 黒曜石 積 型 or斜型
第47図 8853 石  匙 6二L 2.3 0 55 チャー ト 横型

第47図 7996 打製石斧 6■ 112 4 砂岩

第47図 7904 打製石斧 6三L (7.8) 48.4 ホルンフェルス

第47図 8837 横刃形石器 6土 1,7 75,0 ホルンフェルス

第47図 7389 横 刃形石 器 6二L

“

.4) (1.3) 50.8 ホルンフェルス

第47図 8紹Э6 暦 石類 6二L (73) (3_5) 196.5 安山岩
第47図 84 7995 石  皿 6土 (126 (13.6) (7も , 1213 0 安 山岩

第48図 8703 打製石斧 20■ 17 49 3 ホルンフェルス

第48図 7306 石  匙 20土 4.3 115 珪質頁岩 横 型

第48図 石  鏃 181土 1.ユ チャー ト 白いスジカ諺く入るチャート

第48図 磨石類 34こと (6.8) 407.5 安山岩
第48図 5672 原  石 45こと 47.2 黒 曜 石

第48図 8978 台 石 68土 (18.3) (12.4) (8.1) 2530.0 安山岩
第48図 2612 掻  器 105土 1,7 0.95 黒曜石
第48図 横 刃形 石器 159こと 13 23 6 砂岩

第48図 8639 石 錐 165二し 1.2 黒曜石 つまみ部あり
第 48図 4723 打製石斧 l密土 (6.9) (5,9) 712 ホルンフェルス

第48図 1402 土製 耳飾 180三し ⑫.0 ●.① 征
い

第49図 9 石  鏃 1濤 (0.9) 1.0 (0.1) 黒曜石 先端部欠損
第49図 857 垂 飾 lI蒜 14 21 滑石 有孔

第 49図 4584 土 偶 1溝 (2.6) (3,4) 25.6 貢部、顔は剥がれている

第 49図 4720 大型粗製石匙 1溝 111 1,9 157.4 ホ,レ ンフェルス
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И版呑 図番号 遺物 番号 器種 出上位 置 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重量 (富 ) 石材 備考

第49図 暦 梨 石 斧 l溝 (92) (4.2) (3.81 150.8 ホルンフェルス

第49図 14 4962 磨石類 1溝 (87) 1) (4,7) 368.0 安 山岩

第 49図 15 4761 磨石類 1溝 100 3,7 332.1 安山岩
第 51図 3565 石  鏃 E-2 (3.1 1.3 チャー ト 片脚欠損

第51図 石  鏃 D-4 (1.4) (0.3) 黒 曜石 両脚 部 久損

第51図 9129 石 鏃 ? D-2 (1.4) (0.45) (0.4) 黒 曜石 片脚部片 ?

第 51図 8260 削 器 E-6 7 黒曜石
第 51図 掻  器 D-6 8 1.8 黒曜石

第51図 掻  器 E-3 3.75 1,9 0,7 3.4 黒 曜 石

第51図 7495 掻 器 F-5 2.75 0.85 黒 曜 石 刃言b2ヶ 所
第51図 1472 楔形石器 G-4 1.45 0 45 黒曜石
第 51図 5719 捜 形 石 器 5住 16 0 55 1.9 黒曜石

第51図 楔 形 石器 F-6 1.35 黒 曜石

第51図 5687 楔形石器 C-4 2.8 7.1 黒 曜 石

第52図 210 石 匙 C-4 5.65 21.8 凝灰岩 横型

第 52図 84 石  錐 E-6 4 05 19 黒曜石 つまみ部あり

第52図 石  匙 C-5 2,75 チャー ト 未 製 品

第52図 パステル形石器 G-4 1.7 凝灰 岩

第52図 磨製石斧 E-4 (4,7) (39) (25) (60.5) 蛇紋岩 基部片
第 52図 打 製石 斧 ホルンフェルス

第 52図 打 製石 斧 F-5 100) 285.3 砂 肴

第52図 4139 打製石斧 D-5 103.8 ホルンフェルス

第磁図 打製石斧 表採 112.4 ホ,レ ンフェ,レス

第 52図 打製石斧 B-4 59.9 ホルンフェルス

第 52図 打 製石 斧 E-3 (92) 47, 95_6 ホルンフェルス

第52図 4543 打製石斧 C-3 (82) 2.1 120.6 ホルンフェルス

第52図 939 打製石斧 E-4 98.7 ホルンフェルス

第 52図 T24 打製石斧 試掘 ( (56) (2.1) 116.3 ホ,レ ンフェ,レス

第 53図 T13 打 製石 斧 試 掘 8 79.3 ホルンフェルス

第53図 打 製石 斧 C-2 0 (4.91 76.9 ホルンフェルス

第53図 打製石斧 F-2 4 164.7 ホルンフェルス

第53図 4103 打製石斧 G-5 ( (5.劾 (2.4) 106.0 ホルンフェルス

第 53図 9445 丁製石 斧 -3 4 1.7 89,7 ホルンフェルス

第53図 積 刃形 石器 E-4 49.1 ホルンフェルス

第53図 横刃形石器 D-2 122 204.1 ホルンフェルス

第53図 104 4412 横刃形石器 B-3 60 110 96.2 ホルンフェルス

第 53図 5907 櫨 刃形 て器 L-4 109 7 109.6 ホルンフェルス

第 53図 横 刃形 石 器 E-5 1 37.3 ホルンフェルス

第53図 横刃形石器 E-6 3 71.5 ホルンフェルス

第53図 4447 横刃形石器 C-3 68 7 ホルンフェルス

第53図 試掘 横刃形石器 試掘 10.3 71.9 ホルンフェルス

第 53図 横 刃 形 石器 G-4 (70) (0.8) 19.6 ホルンフェルス

第弘図 l 4536 横 刃 形 石器 C-4 104 6 ホルンフェルス

第54図 635 横刃形石器 E-4 36.1 ホルンフェルス

第54図 13 6827 大型粗梨石匙 F-5 (6.6) (80) ⑫.0 111,7 ホルンフェルス

,M図 大 型 粗 梨 石早ヒ F一 135 368.8 砂岩
「M図 3771 礫  器 D-3 磁70 ホルンフェルス

第M図 礫  器 C-4 望9.0 ホルンフェルス

第54図 7 4613 礫  器 D-6 93 131 475,0 凝灰岩

第M図 礫  器 E-4 177,7 砂岩

第M図 9202 磨 製 石 斧 G-4 (53) 160.9 凝灰岩

第M図 試 掘 石  鍾 試 掘 14.6 ホルンフェ,レス

第M図 21 石 錘 E-4 141.3 安 山岩

第M図 3700 磨石類 F-4 6.2 52 456.0 安山岩 被熟

第 55図 T-8 石 類 試 掘 ll l 519,0 安山岩
第55図 石 類 B-4 77 63 610.0 安 山培 焼けて一部赤くなっている

第55図 3565 磨石類 E-2 373.8 安 山岩

第55図 磨石類 D-5 82 202.6 安山岩
第 55図 磨 石類 D-2 216.0 安曲岩
第 55図 4298 石  皿 F-6 (53) (7.4 (3.3) 176.0 安山岩

第55図 石  皿 D-5 (10,8) (6.υ (6.0) 531 0 安 山岩

第55図 8924 多孔石 C-4 16.2 12.5 3840 0 安 山岩

第 55図 7501 土製耳飾 F-5 2.7 0 有子し

第 55図 粘 土塊 E-4 2.65 2.7 8 8.2

第55図 粘 土塊 E-5 l.5 2.25 4

第55図 5919 粘土塊 E-4 18 4

第55図 304 細石刃核 ? B-4 2.1 25 11.9 黒曜石

第 55図 7703 率日元]59オ亥? 5住 1.4 5.5 黒曜石
第 55図 8585 細 石 刃 ? 24三と 0 65 2 黒曜石

第55図 1505 細石刃 ? 2住 3.05 1.0 黒曜石

第55図 2432 細石刃 ? 2住 2.4 0.45 0.1 黒曜石

第55図 9149 細石刃 ? 7住 0,1 黒曜石
第 55図 9127 細 石 刃 ? D-2 15 0 25 0.1 黒曜石

第6表 石器・土製品観察表③
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第7表 遺構別出土土器一覧表①

前  期 ４
一脈

”
一”

ｙ

鮒

中  期
８

証

階
疇
厚
陣
跳
隧
陽

28
２

一
‐３

３

一
２７

９
一“

４

一
４６

と

鉛

後  期

艦
晩期 (条戻文)

近  世

不   明

合  計 鋼
一和

■

払

６７

一
郷

酌
一期

５

一
ｍ

前  期

中  期

階
疇
庫
酢
邑
鱗
屏

１

一ｎ

３

・
２６

後   期

1称
名寺

1堀之内

晩期 (粂爽文)

近  世

不   明

合   副
‐

一
４３

３

・４５
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第8表 遺構別出土土器一覧表②

前  期

農
中  期

9
４

一
７０

Ｖ
一餃

ｅ
一船

”

一
誘

階
籐
摩
酢
趾
鱗
屏

，

一
ｌＳ

１

一
‐３

後   期

際
免期 (条痕文)

近  世

不   明

合  計
‐

一
６７

■
ｍ

前   期
9001(

農
っ
一”

中  期 ４
一イ

も

鉛

Ｗ
一勲

階
雁
摩
醜
趾
鱗
瞬

7・3

３
一払

４

一
４２

2ワ0

3435‐

`

後   期

躊
近   世

不   明

合  計 ・Ｖ

鐙

ゐ
一漁

４
一索
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第10表 遺構別出土石器 (黒曜石以外)一覧表
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Ⅶ 図



図版 1

調査区全景 (南から)

調査区全景 (真上から)



図版 2

1号住居跡 1号住居跡 炉

1号住居跡 炉周辺遺物出土状況 1号住居跡 石皿出土状況

2号住居跡 2号住居跡 炉周辺遺物出土状況

4号住居跡3号住居跡



図版 3

5号住居跡 埋甕炉①

II  Iキ

5号住居跡 埋甕炉② 5号住居跡 ピット2遺物出土状況

ピット15号住居跡 遺物出土状況①

6号住居跡

5号住居跡 ビット1 遺物出土状況②

7号住居跡



9口・ 10固号土坑 11号土坑

12号土坑 12号土坑 遺物出土状況

13号土坑 13号土坑 遺物出土状況

14間 。15口号土坑 17号土坑



16号土坑 遺物出土状況①

16号土坑 遺物出土状況②

18号土坑

16号土坑 遺物出土状況③

19号土坑

20・ 23・ 24・ 27号土坑 21・ 22号土坑



図版 6

2住 1

1■L3

2住 2

2住 10

出土遺物①



０

脚
16二L38

B◆ぜ |

出土遺物②

ぬ鶴錢り杓
ぽ
品
ぢ箸響協
電鬱,上製耳飾



典

麹

義

図版 8

旧石器と思われる石器

堪 潔 _二院 鞠
i ら 磯
鯵  錢
斡

診

等

奪
峰

‘払韓

、
【ィ

ー
評

撃 鯨3
礁電Ⅳ   ♂  暮

大型粗製石匙、有溝砥石、石錘

出土遺物③



報 告 書 抄 録

フリガナ キヨハルシラカバビジュッカンミナミイセキ ハックッチョウサホウコクショ

書名 清春白樺美術館南遺跡 発掘調査報告書

冨」題 (新)長坂町郷土資料館建設に伴う埋蔵文化財発掘調査

シリーズ 長坂町埋蔵文化財発掘調査報告書第25集

著者名 村松佳幸

編集・発行機関 長坂町教育委員会

住所 。電話
〒408-0021 山梨県北巨摩郡長坂町長坂上条2575-19
1EL 0551-32-2111∩

印刷所
鬼灯書籍株式会社

〒381-0012 長野県長野市柳原2133-5

発行日 2003年 3月 31日

遺跡所在地 山梨県北巨摩郡長坂町中九字居久保

遺跡番号 長坂町 No092

1/25,000地図名

位置 。標高

長坂上条

北緯35° 49′ 盗
υ
ハ
） 東経 138° 21′ 29″  標高737～ 741m

調査原因 (新)長坂町郷土資料館建設

調査期間 2002年 1月 22日 ～1999年 3月 28日

調査面積 1,635コご

主な時代 縄文時代 (前期末、中期中葉～後葉)

主な遺構
縄文時代中期中葉～後葉の竪穴住居跡 7軒、土坑181基

溝状遺構 1条、焼土跡 4基

主な遺物

縄文時代 (土器、石器、土偶、土製耳飾、杓子形土製品、石製品、黒曜石原石、

焼成粘土塊 )

そ の 他 (古銭、キセル、釘、碁石)



長坂町埋蔵文f瞬期 鐸 妻 薙 礫

清―春白樺美術館南遺弥

200343月 251日
2003年 101月 31日

編集・発行 長坂町教育委員会

〒408-0021 白梨県北巨摩郡長坂町長坂上紳 鞭 |-19
TEL 0551‐ 32-2111-Q
刷 鬼灯書籍株式会社

〒381■∞12 長野県長野市抑原2133-5
TEL 026-鬱型‐0235 1TO

爛
飾




